
解答：
回腸異所性膵

解説：
　本例は貧血および便潜血反応陽性精査の大腸内
視鏡挿入困難例で，大腸カプセル内視鏡を施行し
たところ，回腸に頂部に発赤・陥凹をともなう粘
膜下腫瘍様隆起性病変を認めた（Figure 1）．経肛

門的ダブルバルーン内視鏡では臼歯状に頂部が陥
凹した粘膜下腫瘍様隆起性病変で，クッションサ
インは陰性，頂部からの生検では確定診断は得ら
れなかった（Figure 2，3）．悪性腫瘍除外を含め
て腹腔鏡下小腸部分切除術を施行した（Figure 
4）．病理組織は，粘膜固有層から粘膜下層に膵導
管様の分岐した腺管と，周囲に平滑筋の増生を認
めた．膵房およびラ氏島は観察されず，免疫染色
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Figure　4.　手術切除検体．
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Figure　5.　病理組織所見．

貧血精査のカプセル内視鏡で発見された小腸腫瘍
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では，MUC6（+），MUC1（－），MUC2（－），
MUC5AC（－），CDX（－）で，異所性膵 Heinrich 
III 型と診断した（Figure 5）．
　異所性膵は，剖検例で 0.5～13.7％に認められ，
十二指腸 27.7%，胃 25.5%，空腸 15.9%，Meckel
憩室 5.3%，回腸は 5.7% でまれとされる1）．本邦で
の回腸異所性膵の報告によると小児例が 66.7% で
多く，症状（発見契機）は回腸異所性膵 57 症例
中，腸重積が 50 例（88%）で最も多く，腸閉塞が
3 例（5.3%）， 下 血 が 2 例（3.5%）， 貧 血 が 1 例

（1.8%）とされている2）．形態的には表面平滑な粘
膜下腫瘍の像を呈し，時に表面に浅い陥凹や瘢痕
を呈することがある．有症状による手術や，他疾
患の手術，剖検などで診断されることが多かった
が，近年はカプセル内視鏡やバルーン内視鏡での
発見の報告もみられるが，術前診断は困難なこと
が多い．形態の変化や増大傾向を認める場合には
異所性膵癌合併の可能性を考慮する．治療は，腸
重積，消化管出血などの有症状例や，異所性膵癌
の合併が疑われる場合に手術適応となる．組織学
的分類は Heinrich 分類が一般的である1）．最近の
カプセル内視鏡やバルーン内視鏡での小腸腫瘍診
断の報告によると，異所性膵は 159 症例中 8 例

（5%）に認められ，このうち原因不明消化管出血
（obscure gastrointestinal bleeding；OGIB）を契
機に発見された症例も 1 例認めている3）．小腸内視

鏡検査で粘膜下腫瘍を認めた際には，本症も鑑別
診断に入れることが重要である．
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